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参天製薬からの DE-105 開発・事業化権の承継に関するお知らせ 
 
 
 株式会社アールテック・ウエノ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：眞島行彦、以下「アー

ルテック・ウエノ」）は参天製薬株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長兼 CEO：黒川明、以

下「参天製薬」）より、参天製薬が遷延性角膜上皮欠損（注１）の治療をターゲットとして開発を行っ

ていた DE-105（注２）に関する開発・事業化権を承継する契約を本日締結いたしましたのでお知らせ

いたします。 
 
 今般の本権利の承継に伴い、今後、アールテック・ウエノが本剤の製品化に向けて開発を実施する

ことになります。 
 
 また、この度 DE-105 の発明者である西田輝夫名誉教授（山口大学医学部）（注３）とは、アールテ

ック・ウエノのメディカルアドバイザーとして契約を締結致しましたので、当社の強みである産学連

携を生かした開発を進めて参ります。 
 
眼科専門医である当社代表取締役社長の眞島行彦は、「DE-105 は、アカデミア発の神経栄養因子ペ

プチドの点眼液で、角膜知覚神経障害による重症な遷延性角膜上皮欠損に対する治療薬として開発さ

れてきました（アメリカでは第 1 相臨床試験、日本では第 2 相臨床試験）。角膜知覚神経が障害され

ると種々な角結膜上皮疾患（遷延性角膜上皮欠損、レーシック後角膜上皮障害、ドライアイの重症化、

長期コンタクトレンズ使用による角膜知覚低下に伴う障害等）が生じるようになり、従来の点眼液に

よる対症療法は、必ずしも満足の行く治療ではありません。今後は、遷延性角膜上皮欠損を初めとし

て、他の疾患も開発の対象として、難治性の角膜上皮障害の根治治療薬として開発を進めて行きます。

今回の承継は DE-105 の眼科・皮膚科・消化器領域などの特許譲渡ならびに日本だけでなく海外での

開発権も包括しており、アメリカでは既に第 1 相臨床試験が完了していますので、DE-105 の発明者

であり海外でも著名な西田輝夫名誉教授と共にグローバルな開発も積極的に行う計画です。」と述べて

います。 
 
また、本件が当社の平成 28 年 3 月期の通期業績に及ぼす影響は軽微でありますが、平成 28 年 3 月

期業績予想に反映させる予定です。 

 
以 上 

 
（注１）遷延性角膜上皮欠損について 

 何らかの原因で角膜上皮の欠損が持続している状態で、通常1週間以上治癒しない場合は上皮欠損は遷延化していると判断されてい

ます。この上皮欠損の状態は常に感染の危険性があり、欠損が遷延化すると角膜実質の融解をきたし角膜潰瘍へ移行することもありま

す。更に慢性化、重篤化すると角膜穿孔や眼内炎に至る場合があります。従って、早い段階で上皮の再被服（上皮欠損の修復）を得る

必要があります。原因となる病気は様々です。多くは角膜神経の障害による疾患ですが、他にも自己免疫疾患（リウマチ）、角膜幹細

胞疲弊症、角膜上皮変性症、アレルギー性疾患（アトピー性皮膚炎、春季カタル）などがあります。 

 

 



 

 

 

 

 

（注２）DE-105について 

既存療法では難治性の遷延性角膜上皮欠損に対し、角膜上皮細胞の伸展促進作用により、角膜上皮欠損を修復する効果と高い安全性

を期待して、参天製薬によりアメリカで第1相臨床試験、国内で第2相臨床試験が終了しています。本点眼液は、山口大学医学部眼科の

西田輝夫名誉教授が発明した神経栄養因子ペプチド製剤です。 

 

 

 （注３）山口大学西田輝夫名誉教授 

 西田輝夫教授（山口大学名誉教授）は、1971年（昭和46年）に大阪大学医学部を卒業し、同大学蛋白質研究所、医学部眼科学助手、

近畿大学医学部眼科学講師を経て、1993年10月山口大学医学部眼科学教室の教授に就任しました。2010年に定年で教授を退任後、国立

大学法人山口大学の理事・副学長を務め、現在同大学名誉教授です。 

 長年にわたり角膜上皮創傷治癒の研究に尽力され、フィブロネクチンの角膜上皮の創傷治癒促進効果に関する研究は世界に先駆けた

研究でした。その後、角膜上皮における神経性因子の生理作用の基礎的研究、更に難治性疾患の神経麻痺性角膜症の臨床研究を進め、

その成果から角膜上皮促進作用を有する神経伝達物質サブスタンスPおよびインスリン様成長因子-1 を見いだし、難治性角膜上皮疾患

治療薬の臨床応用への道を開きました。 

 2001年には、世界中の角膜研究者の中で極めて顕著な業績をあげた研究者に毎年1名に与えられるCastroviejo Medal（カストロビエ

ホメダル、The Cornea Society、米国）が、日本人としては2人目の受賞者として授与されました。さらに、2002年には西日本文化賞

（西日本新聞社）、2004年にはAlcon Research Institute Annual Award（ALCON Research Institute、米国）、2006年には、Peter Halberg 

Lecture（International Medical Contact Lens Council、米国）、2007年には日本眼科学会賞（日本眼科学会）、および日本医師会

医学賞（日本医師会）、2008年には中国文化賞（中国新聞社）、2012年には、Saiichi Mishima Award（Asia Cornea Society、シンガ

ポール）と、国内外から数多くの賞を受賞しています。 

 

・アールテック・ウエノについて 

 株式会社アールテック・ウエノは 1989 年 9 月、医薬品の研究開発、製造販売を目的に設立された創薬ベンチャー企業です。医師で

もある眞島社長のもと、「Physician-Oriented New Drug Innovation」（臨床医による新薬開発）をテーマとし、これまで有効な治療薬のな

い眼科・皮膚科疾患をターゲットに新薬の開発を行っております。 

当社は、「医師の目線で医薬品開発・販売を行う分野特化型（眼科・皮膚科）のグローバルな医薬品会社」を目指しており、国が推

奨および支援するアンメット・メディカル・ニーズ（未だ満たされていない医療ニーズ）対応や希少疾病用医薬品（オーファンドラッ

グ）、アンチエイジング領域（生活改善薬）の新薬の開発を進めております。  

 

 


